形而上学的犯罪小説―コーマック・マッカーシー『老人の住む国にあらず』論 by 大野 真








む国にあらず（No Country for Old Men）』（2005 年）を扱う。 
 コーマック・マッカーシーは、1933 年生まれ。初期の作品は玄人筋での評価は高かったものの、
一般人の間ではあまり読まれていなかった。しかし、1992 年の『すべての美しい馬（All the Pretty 
Horses）』がベストセラーになり、知名度が高まる。これは西部劇的な背景の中で、一人の青年の燃
えるような恋愛を描いた青春小説である。その後、作者は続編の『越境（The Crossing）』（1994 年）















































































































































































































































 （ウェルズ）：お前は俺が死ぬことを恐れていると思っているのか？  






























































































する市民だったよ。9 時から 5 時までとか、8 時から 4 時までとかの仕事をするようなね。けれども
起こるべきことが起きたんだ。前もって尋ねてもくれなかったし、こちらの許可を取ろうともせず
にね」（220）。その後にモスはシュガーに殺されるのだが、つまり結局、モスは現金を持ち逃げする











































1. 1958 年製造のコインが、22 年間様々な人手を渡ってここに来た、という旨の記述が作品中にあ
るため（56）。 
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